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Amazon Web Services (寄稿者)

2026 年 2 月 (ドキュメント履歴)

Infrastructure as Code (IaC) は、一連の設定ファイルを通じてアプリケーションのインフラストラク
チャをプロビジョニングおよび管理するプロセスです。IaC は、新しい環境を再現可能で信頼性が高
く、一貫性のあるものにするため、インフラストラクチャを一元的に管理し、リソースを標準化し、
スケールを迅速に行えるように設計されています。これは、バージョン管理、継続的インテグレー
ション、継続的デプロイなど、アジャイルおよび DevOps プラクティスの主要なコンポーネントで
す。

Infrastructure as Code (IaC) ツールの選択は、組織にとって戦略的決定と見なされます。この決定
は、会社のインフラストラクチャ、アプリケーション、サービスを構築するすべてのチームに影響し
ます。各ツールには長所と短所があるため、one-size-fits-allはありません。

以前は、インフラストラクチャの管理とプロビジョニングは手動プロセスであり、エラーが発生して
いました。IaC は、コードを通じてこれらのタスクを合理化し、インフラストラクチャをデプロイす
るための信頼性の高いソリューションとなっています。IaC ツールは、開発者がプログラミング言語
を使用してインフラストラクチャを定義およびデプロイできるようにします。これにより、ビジネス
の俊敏性が向上するだけでなく、成長とイノベーションのスピードも加速します。さらに、IaC では
デプロイ前にコードをスキャンできるため、IaC はセキュリティを大幅に向上させ、インフラストラ
クチャの信頼性と安全性を検証します。最終的に、適切な IaC ツールは技術的な決定だけでなく、
ビジネスの全体的な成功に直接影響する戦略的決定でもあります。

このガイドでは、リソースのプロビジョニング AWS に使用できる 5 つの異なる IaC ツール、 
AWS CloudFormation、 AWS Serverless Application Model (AWS SAM) AWS Cloud Development 
Kit (AWS CDK)、HashiCorp Terraform、Pulumi について説明します。これらのツールを比較し、
チーム、組織、クラウド人材のニーズを満たすツールを選択するプロセスを説明します。重要なの
は、選択した IaC ツールを組織の目標とデベロッパーのスキルセットに合わせることです。たとえ
ば、チームが JavaScript に習熟している場合は、開発ワークフローを最適化するため、 AWS CDK 
TypeScript をプライマリ IaC ツールとして選択できます。
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IaC を実装することの利点
組織に適した IaC ツールを選択することで、次の利点が得られます。

• スピード — IaC の目標の  1 つは、手動プロセスを排除することで、より迅速に作業を行うことで
す。コードベースのアプローチにより、短時間でより多くの作業を簡単に行うことができます。各 
IT 環境の手動セットアップは非常にコストがかかり、ハードウェアとソフトウェアのセットアッ
プには専用のエンジニアとアーキテクトが必要です。スピードを上げることで、組織は変化する
顧客ニーズや市場状況に迅速に適応できるようになります。また、IaC コードを 1 回記述し、同じ
コードを数百の環境にデプロイすることも、手動で作成するのに必要な時間の一部で実行できま
す。

• スケーラビリティ – IaC を使用すると、既存のインフラストラクチャにリソースを簡単に追加でき
ます。アップグレードは迅速にプロビジョニングされるため、ピーク使用期間中に迅速に拡張でき
ます。例えば、オンラインサービスを実行している組織は、ブラックフライデーなどの需要の高い
時間帯にユーザーの需要に追いつくようにスケールアップできます。

• セキュリティの強化 – IaC は組織のセキュリティとコンプライアンスの有効化に優れています。組
織は、IaC に対して自動テストを実行することで、ベースラインのセキュリティポリシーと設定を
設定し、パイプラインを通じて適用できます。IaC がコンプライアンスルールに違反すると、パイ
プラインは失敗し、開発者にフィードバックを自動的に返します。これにより、安全でないインフ
ラストラクチャの作成を防ぐことができます。

• 一貫性 — 一貫性は IaC のもう 1 つの重要な利点です。複数のエンジニアが設定を手動でデプロイ
している場合、不整合は避けられません。時間の経過とともに、同じ環境を追跡して再現すること
が困難になります。これらの不整合は、多くの場合、開発環境、QA 環境、本番環境の重要な違い
につながります。

• 効率 – IaC は開発ライフサイクル全体の効率と生産性を向上させます。プログラマーはサンドボッ
クス環境を作成し、単独で開発します。オペレーションでは、セキュリティテスト用のインフラス
トラクチャを迅速にプロビジョニングできます。QA エンジニアは、テスト中に本番環境の正確な
コピーを持っています。デプロイの準備ができたら、デベロッパーはインフラストラクチャとコー
ドの両方を 1 ステップで本番環境にプッシュします。また、より高いレベルのコラボレーション
とチームワークを実現することもできます。チームはアプリケーションの安全なパターンを作成
し、それらのテンプレートやコンストラクトを他のチームと共有できるため、重複する作業を減ら
すことができます。

• コストの削減 — IaC はソフトウェア開発のコストを削減します。環境を手動でセットアップする
ためにリソースを費やす必要はありません。料金は、アクティブに使用しているリソースに対して
のみ発生するため、不要なオーバーヘッドはありません。
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• 信頼性の向上 – インフラストラクチャが大きい場合、リソースの設定ミスやサービスのプロビ
ジョニングが間違った順序で簡単に行えます。IaC では、リソースは常に宣言されたとおりにプロ
ビジョニングおよび設定されます。リソースを手動で作成するとエラーが発生しやすいため、IaC 
を使用するときにインフラストラクチャが意図したとおりに作成されるという高い信頼性が得られ
ます。

• 設定ドリフト検出 —  環境をプロビジョニングした設定が実際の環境と一致しなくなった場合に、
設定ドリフトが発生します。多くの IaC ツールは、ドリフトを検出して修正するのに役立ちま
す。例えば、誰かがリソースを手動で誤って変更した場合、IaC ツールを使用して変更内容を検出
し、意図した状態に復元できます。

• 実験 —  IaC は新しいインフラストラクチャのプロビジョニングを非常に迅速かつ簡単にするた
め、多くの時間とリソースを費やすことなく実験的な変更を行い、テストできます。結果を気に
入ったら、新しいインフラストラクチャを本番環境にすばやくスケールアップできます。
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の IaC ツールの確認 AWS クラウド

このガイドでは、 リソースのプロビジョニング AWS に使用できる 5 つの異なる IaC ツールについ
て説明します。これらのツールを比較し、チーム、組織、クラウド人材のニーズを満たすツールを選
択するプロセスを説明します。重要なのは、選択した IaC ツールを組織の目標とデベロッパーのス
キルセットに合わせることです。

このセクションでは、各ツールの仕組みと、その利点と欠点について詳しく説明します。例えば、一
部のツールは でのみ使用でき AWS クラウド、マルチクラウドやハイブリッドクラウドのデプロイ
には適していません。また、特殊なプログラミング言語に関する知識が必要で、一般的なプログラミ
ング言語をサポートしているものもあります。各ツールの利点と欠点を評価し、組織に最適なものは
何かを検討してください。

このセクションでは、以下の IaC ツールについて説明します。

• AWS CloudFormation

• AWS Serverless Application Model (AWS SAM)

• AWS Cloud Development Kit (AWS CDK)

• HashiCorp Terraform

• プルミ

IaC ツール AWS CloudFormation としての の使用

AWS CloudFormation は AWS のサービス 、テンプレートファイルを使用して AWS リソースのプロ
ビジョニングを自動化する です。デプロイするすべての AWS リソースを記述するテンプレートを
作成し、それらのリソースを CloudFormation プロビジョニングして設定します。

CloudFormation テンプレートは JSON または YAML を使用して記述されます。 CloudFormation ス
タックは、テンプレートで定義されているリソースの実装です。 CloudFormation スタックは、、
プログラムで CloudFormation SDK AWS マネジメントコンソール、または AWS Command Line 
Interface () を使用して管理できますAWS CLI。の CloudFormation 仕組みの詳細については、 
CloudFormation ドキュメントの「 のAWS CloudFormation 概念」および「 の AWS CloudFormation 
仕組み」を参照してください。

を使用する利点 CloudFormation：
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• CloudFormation 変更セットを使用すると、実行中のスタックに変更をデプロイする前に、その変
更をプレビューできます。変更セットは、既存のスタックで実行中のリソースに対して提案された
変更をまとめたものです。これにより、デプロイ前に競合や意図しない結果を特定できます。例え
ば、Amazon Relational Database Service (Amazon RDS) データベースインスタンスの名前を変更
すると、 CloudFormation は新しいデータベースを作成し、古いデータベースを削除します。既に
バックアップしていない限り、古いデータベース内のデータは失われます。変更セットを生成する
と、変更によってデータベースが置き換えられ、スタックを更新する前にそれに応じて計画できる
ようになります。

• 変更セットのデプロイ中にエラーが発生すると、 は既知の最後の動作状態に自動的に 
CloudFormation ロールバックします。

• CloudFormation スタックセットを使用して、複数の AWS アカウント と にリソースをデプロイで
きます AWS リージョン。

• AWS::*、Alexa::*、および Custom::* の名前空間では、 をリソースプロバイダー CloudFormation 
で使用しても追加料金はかかりません。このような場合、手動でプロビジョニングしたリソースと
同様に、プロビジョニングした AWS リソースに対してのみ料金が発生します。

• CloudFormation は 状態を管理します。つまり、 CloudFormation は基盤となる のサービス呼び出
しを に AWS 行い、 CloudFormation テンプレートで定義されているリソースをプロビジョニング
して設定します。

• CloudFormation には、設定ドリフトを検出して修正するためのツールが用意されています。詳細
については、 CloudFormation ドキュメントの「スタックとリソースに対するアンマネージド型設
定変更の検出」を参照してください。

• CloudFormation を使用してカスタムリソース を作成できます。カスタムプロビジョニングロジッ
クは、スタックを作成、更新、または削除するたびに CloudFormation 実行されるテンプレートに
記述できます。

• CloudFormation は、CloudFormation レジストリ を使用したサードパーティーアプリケーション
リソースのモデリング、プロビジョニング、管理をサポートします。

• CloudFormation は、 CloudFormation 管理への既存のリソースのインポートをサポートします。

を使用することの欠点 CloudFormation：

• JSON または YAML 構文に慣れていない場合は、ある程度の慣れが必要です。JSON は人間が読
み取れるように設計されておらず、インラインコメントを行うことはできません。YAML を使用す
ると、コメントを作成でき、読みやすくなります。ただし、その構文はタブとスペースに基づいて
いるため、インデントミスを簡単に行うことができます。

• CloudFormation はマルチクラウドデプロイをサポートしていません。

CloudFormation 5

https://docs.aws.amazon.com/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/cfn-whatis-concepts.html#cfn-concepts-change-sets
https://docs.aws.amazon.com/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/what-is-cfnstacksets.html
https://docs.aws.amazon.com/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/using-cfn-stack-drift.html
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https://docs.aws.amazon.com/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/registry.html
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• 再利用可能なコンストラクトやその他のモジュール化されたコード AWS Cloud Development Kit 
(AWS CDK)を作成するには、 などの高レベルの実装を使用する必要があります。

AWS Serverless Application Model （AWS SAM) を IaC ツールと
して使用する

AWS Serverless Application Model (AWS SAM） は、 を拡張するツールキットです AWS 
CloudFormation。サーバーレスアプリケーションをより迅速に作成できるように設計された追加
機能が含まれています。テンプレートを AWS SAM デプロイすると、定義されたリソースを作成 
CloudFormation するために に変換されます。 AWS SAM は、AWS SAM テンプレート仕様と AWS 
SAM コマンドラインインターフェイス (AWS SAM CLI) の 2 つの部分で構成されます。テンプレー
トでは構文を直接使用できます CloudFormationが AWS SAM 、 はサーバーレス開発の高速化に特に
重点を置いた独自の構文 AWS SAM を提供します。この短縮構文により、Amazon API Gateway な
どのサーバーレスリソース、 AWS Lambda、および AWS Step Functions リソースの IaC の定義を
最適化できます。 Amazon API Gateway AWS SAM CLI は、 AWS Lambda 関数をローカルでテスト
し、継続的インテグレーションおよび継続的デリバリー (CI/CD) パイプラインを作成し、コマンドを
実行してサーバーレスアプリケーションをデプロイするのに役立つ機能を含むデベロッパーツールで
す。

を使用する利点 AWS SAM：

• AWS SAM には、 と同じ利点があります CloudFormation。

• と比較すると CloudFormation、 AWS SAM を使用して、 でバックアップされた Amazon API 
Gateway などのサーバーレスアプリケーションとリソースをより簡単に作成できます AWS 
Lambda。

• AWS SAM CLI を使用して、 AWS Lambda 関数をローカルでテストできます。デバッグモードで 
Lambda 関数をローカルで呼び出すと、その関数にデバッガーをアタッチできます。デバッガーを
使用すると、コードを 1 行ずつステップスルーする、さまざまな変数の値を確認する、および他
のアプリケーションと同じように問題を修正することができます。

を使用することの欠点 AWS SAM：

• AWS SAM には、 と同じ欠点があります CloudFormation。

• AWS SAM は の外部では使用できません AWS。
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https://docs.aws.amazon.com/serverless-application-model/latest/developerguide/what-is-sam.html
https://docs.aws.amazon.com/serverless-application-model/latest/developerguide/what-is-sam.html#what-is-sam-template
https://docs.aws.amazon.com/serverless-application-model/latest/developerguide/what-is-sam.html#what-is-sam-cli
https://docs.aws.amazon.com/serverless-application-model/latest/developerguide/what-is-sam.html#what-is-sam-cli
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を IaC ツール AWS CDK として使用する

AWS Cloud Development Kit (AWS CDK) は、使い慣れたプログラミング言語を使用してクラウ
ドアプリケーションリソースを定義できるオープンソースのソフトウェア開発フレームワークで
す。は、 JavaScript、 TypeScript、Python、Java、C#、Go AWS CDK をサポートしています。
は、 を介して安全かつ繰り返し可能な方法でリソースを AWS CDK プロビジョニングします AWS 
CloudFormation。 AWS CDK コードを合成すると、結果は CloudFormation テンプレートになりま
す。 AWS CDK は、リソースの定義プロセスを簡素化する高レベルの抽象化 AWS を提供します。

はコンストラクト の概念 AWS CDK を使用します。コンストラクトは、Amazon Simple Storage 
Service (Amazon S3) バケットなど、1 つ以上の CloudFormationリソースとその設定を表すアプリ
ケーション内のコンポーネントです。コンストラクトを構成およびカスタマイズして、より複雑な
インフラストラクチャを作成できます。詳細については、 AWS CDK ドキュメントの「ビルドレベ
ル」を参照してください。 は、デベロッパーが記述したコードに基づいて CloudFormation テンプ
レート AWS CDK を生成します。これにより、 CloudFormation テンプレートを手動で作成する必要
がなくなります。多くの組織は、他のソフトウェアライブラリと同様に、コミュニティ内でコンスト
ラクトをカスタマイズ、共有、再利用します。コンストラクトを共有すると、デベロッパーはコード
を迅速に作成し、デフォルトでベストプラクティスを組み込むことができます。

AWS CDK の側面は、組織が特定の範囲内のすべてのコンストラクトに標準を適用するのに役立ちま
す。この側面では、タグを追加するなどしてコンストラクトを変更できます。または、コンストラク
トの状態について何かを検証することもできます。

AWS CDK を使用すると、デベロッパーは既存のプログラミングスキルと知識を使用してクラウドイ
ンフラストラクチャを定義できます。使い慣れたプログラミング言語を使用することで、デベロッ
パーは専門知識を適用して AWS リソースを記述できるため、アプリケーション開発からインフラス
トラクチャプロビジョニングへの移行が容易になります。また、 AWS CDK は AWS インフラスト
ラクチャの作成を迅速化することもできます。これにより、 CloudFormation テンプレートを手動で
記述するよりも開発ライフサイクルが短縮されます。

を使用する利点 AWS CDK：

• は、よく知られているプログラミング言語 AWS CDK をサポートしています。

• 汎用言語を使用すると、 for-loops、オブジェクト、強力なタイプ、その他のプログラミング手法
などの論理コンストラクトを使用できます。これにより、デベロッパーは簡潔でエラーのない方法
でインフラストラクチャを宣言できます。このアプローチにより、統合開発環境 (IDE) と関連ツー
ルを使用して、多数のリソースの宣言に伴う複雑さを管理することもできます。
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https://docs.aws.amazon.com/cdk/v2/guide/home.html
https://docs.aws.amazon.com/cdk/v2/guide/constructs.html
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https://docs.aws.amazon.com/cdk/v2/guide/aspects.html
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• AWS CDK コンストラクトは共有可能で、ガバナンスとコンプライアンスの要件を満たすのに役立
ちます。

• AWS CDK コンストラクトは開発にかかる時間と労力を削減できます。詳細については、
「Construct Library API Reference」を参照してください。

• AWS CDK は に基づいています CloudFormation。 CloudFormation とその概念に精通している場
合は、 AWS CDK 概念を理解しやすくなります。

• AWS CDK は、ユニットテストとスナップショットテストの実行に役立ちます。

• 機能が でネイティブにサポートされていない場合は AWS CDK、レベル 1 コンストラクトと raw 
オーバーライド を使用できます。または、 API を直接呼び出すCloudFormation カスタムリソー
スを使用することもできます。

• CloudFormation スタックを削除することで、リソースを効率的にクリーンアップできます。

を使用することの欠点 AWS CDK：

• には、各 にブートストラップされた環境 AWS CDK が必要です AWS アカウント。ブートスト
ラップは、リソースをデプロイするすべての環境で実行する必要がある 1 回限りのアクションで
す。

• AWS CDK は、 でのみ IaC をデプロイするために使用できます AWS クラウド。

の IaC ツールとしての Terraform の使用 AWS クラウド

HashiCorp Terraform は、クラウドインフラストラクチャの管理に役立つコードとしてのインフラス
トラクチャ (IaC) ツールです。Terraform を使用すると、クラウドリソースとオンプレミスリソース
の両方を、バージョン管理、再利用、共有できる設定ファイルで定義できます。その後、一貫した
ワークフローを使用して、ライフサイクルを通じてすべてのインフラストラクチャをプロビジョニン
グおよび管理できます。

デベロッパーは、Terraform 言語 と呼ばれる高レベルの設定言語を使用します。Terraform 言語のネ
イティブで低レベルの構文は、HashiCorp設定言語 (HCL) です。Terraform 言語は、人間が読み書き
しやすいように設計されています。Terraform 言語を使用して、クラウドまたはオンプレミスインフ
ラストラクチャの目的の終了状態を記述します。次に、Terraform はその終了状態に到達するための
計画を生成し、その計画を実行してインフラストラクチャをプロビジョニングします。

Terraform を使用する利点：

Terraform 8

https://docs.aws.amazon.com/cdk/api/v2/docs/aws-construct-library.html
https://docs.aws.amazon.com/cdk/v2/guide/testing.html
https://docs.aws.amazon.com/cdk/v2/guide/constructs.html#constructs_lib_levels_one
https://docs.aws.amazon.com/cdk/v2/guide/cfn_layer.html#cfn_layer_raw
https://docs.aws.amazon.com/cdk/v2/guide/cfn_layer.html#cfn_layer_raw
https://docs.aws.amazon.com/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/template-custom-resources.html
https://docs.aws.amazon.com/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/template-custom-resources.html
https://docs.aws.amazon.com/cdk/v2/guide/bootstrapping.html
https://developer.hashicorp.com/terraform
https://developer.hashicorp.com/terraform/language
https://developer.hashicorp.com/terraform/language/syntax/configuration
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• Terraform はプラットフォームに依存しません。これは、任意のクラウドサービスプロバイダー
で使用できます。インフラストラクチャは、 および他の多くのクラウドプロバイダー間で設
定、テスト AWS 、デプロイできます。組織が複数のクラウドプロバイダーを使用している場
合、Terraform はクラウドインフラストラクチャを管理するための単一の統一された一貫性のある
ソリューションになります。マルチクラウドサポートの詳細については、Terraform ウェブサイト
の「マルチクラウドプロビジョニング」を参照してください。

• Terraform はエージェントレスです。マネージドインフラストラクチャにソフトウェアをインス
トールする必要はありません。

• Terraform モジュールは、コードを再利用し、DRY (Don't Repeat Yourself) の原則に従うための強
力な方法です。例えば、Amazon Elastic Compute Cloud (Amazon EC2) インスタンス、Amazon 
Elastic Block Store (Amazon EBS) ボリューム、および論理的にグループ化されたその他のリソー
スを含むアプリケーションに特定の設定があるとします。この設定またはアプリケーションの複数
のコピーを作成する必要がある場合は、コード全体を複数回コピーするのではなく、リソースを 
Terraform モジュールにパッケージ化し、モジュールの複数のインスタンスを作成できます。これ
らのモジュールは、設定の整理、カプセル化、再利用に役立ちます。また、一貫性を提供し、ベス
トプラクティスを確保します。

• Terraform は、インフラストラクチャのドリフトを検出および管理できます (Terraform ブログ
記事）。例えば、Terraform によって管理されるリソースが Terraform の外部で変更された場
合、Terraform CLI を使用してドリフトを検出し、目的の状態に戻すことができます。

Terraform を使用することの欠点：

• クラウドプロバイダーに関連する新機能や新しいリソースのサポートは利用できない場合がありま
す。

• Terraform は、 のような状態を自動的に管理しません AWS CloudFormation。デフォルトではロー
カルファイルに保存されますが、Amazon S3 バケットまたは Terraform Enterprise を介してリ
モートに保存することもできます。

• Terraform 状態には、データベースパスワードなどの機密データが含まれている可能性があり、セ
キュリティ上の懸念が生じる可能性があります。ステートファイルを暗号化し、リモートで保存
し、ファイルバージョニングを有効にして、読み取りおよび書き込みオペレーションに最小権限を
使用するのがベストプラクティスです。詳細については、「 AWS Secrets Manager と HashiCorp 
Terraform を使用した機密データの保護」を参照してください。

• 2023 年 8 月、Hashicorp は Mozilla Public License の下でオープンソースとしてライセンスされな
くなると発表しました。代わりに、ビジネスソースライセンス の下でライセンスされるようにな
りました。
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https://www.terraform.io/use-cases/multi-cloud-deployment
https://www.hashicorp.com/blog/detecting-and-managing-drift-with-terraform
https://developer.hashicorp.com/terraform/language/settings/backends/s3
https://developer.hashicorp.com/terraform/enterprise
https://docs.aws.amazon.com/prescriptive-guidance/latest/secure-sensitive-data-secrets-manager-terraform/introduction.html
https://docs.aws.amazon.com/prescriptive-guidance/latest/secure-sensitive-data-secrets-manager-terraform/introduction.html
https://www.mozilla.org/en-US/MPL/
https://github.com/hashicorp/terraform/blob/b145fbcaadf0fa7d0e7040eac641d9aef2a26433/LICENSE
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の IaC ツールとしての Pulumi の使用 AWS クラウド

Pulumi はオープンソースのコードとしてのインフラストラクチャツールで
す。TypeScript、JavaScript、Python、Go、.NET、Java、YAML などの既存の一般的なプログラミ
ング言語をサポートしています。また、ネイティブエコシステムを使用して、Pulumi SDK を介して
クラウドリソースとやり取りします。ダウンロード可能な CLI、ランタイム、ライブラリ、ホスト型
サービスは連携して、クラウドインフラストラクチャのプロビジョニング、更新、管理を行います。

Pulumi SDK を使用して、コンテナ、サーバーレス関数、ホストされたサービス、インフラストラク
チャを使用するクラウドソフトウェアを任意のクラウドに作成およびデプロイできます。

オプションで、Pulumi クラウドと Pulumi をペアリングできます。Pulumi Cloud は、状態とシーク
レットを保存するマネージドサービスであり、Pulumi インフラストラクチャのデプロイを管理しま
す。

Pulumi を使用する利点:

• Pulumi は、50 を超えるクラウドおよび Software as a Service (SaaS) プロバイダーからのインフ
ラストラクチャを提供しています。

• クラウドの複雑さを軽減するように設計された、完全で一貫性のあるインターフェイスを提供しま
す。

Pulumi を使用することの欠点:

• Pulumi にはサポートを提供するアクティブなコミュニティがありますが、Terraform コミュニティ
よりも小さくなっています。

• Pulumi の学習曲線は急勾配です。
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https://www.pulumi.com/docs/get-started/
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IaC ツールの選択
では、どのツールを選択すればよいですか？

非常に多くの異なるツールオプションとさまざまなビジネス要件があるため、 one-size-fits-all アプ
ローチはありません。このガイドで説明されている各ツールの利点と欠点に加えて、ビジネス要件と
運用モデルに関する以下の推奨事項を検討してください。

• 最小限の依存関係または依存関係でサーバーレス AWS ソリューションを管理またはデプロイする
場合は、 AWS Serverless Application Model （AWS SAM) が適切なオプションである可能性があ
ります。と同じ機能がすべて備わっています AWS CloudFormation。また、サーバーレスアプリ
ケーションのテストと へのデプロイも簡素化されます AWS クラウド。

• インフラストラクチャを で完全に管理している場合は AWS、 AWS CloudFormation と が適切な
オプション AWS Cloud Development Kit (AWS CDK) です。 out-of-the-box 状態管理を提供し、新
しい機能や AWS リソースをネイティブに使用できます。

• マルチプロバイダーユーティリティ、特にマルチクラウドまたはハイブリッドクラウドのインフラ
ストラクチャを管理する場合は、プラットフォームに依存しないため、Terraform が適している可
能性があります。Terraform では、さまざまなプラグインを使用でき、エンタープライズサポート
オプションを備えた大規模なコミュニティがあります。

• ベストプラクティスを含むトップダウンディストリビューションがあり、一般的なプログラミング
言語を使用して再利用可能なモジュールを作成、公開、配布するオーケストレーションがある場合
は、 が適している AWS CDK 可能性があります。

• 組織が高レベルのリスクを許容でき、マルチクラウドまたはハイブリッドクラウド環境をサポート
する必要がある場合は、Pulumi の使用を検討してください。
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次のステップ
このガイドでは、 AWS リソースとインフラストラクチャの構築、デプロイ、管理に使用できるいく
つかの Infrastructure as Code (IaC) ツールの利点と欠点について説明しました。選択したツールに基
づいて、以下のリソースにアクセスして開始することをお勧めします。

AWS Cloud Development Kit (AWS CDK)

• AWS CDK 入門ワークショップ

AWS CloudFormation

• AWS CloudFormation ラボ

• AWS CloudFormation ワークショップ

HashiCorp Terraform

• AWS Terraform ワークショップ

• CDK for Terraform リポジトリ (GitHub）

プルミ

• Pulumi リポジトリ (GitHub）

• AWS Pulumi ワークショップによるモダナイゼーション
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https://cdkworkshop.com/
https://mng.workshop.aws/cloudformation.html
https://catalog.workshops.aws/cfn101/en-US
https://hashicorp.github.io/workshops/aws/terraform/oss99/#1
https://github.com/hashicorp/terraform-cdk
https://github.com/pulumi/pulumi
https://pulumi.awsworkshop.io/
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リソース

AWS ドキュメント

• AWS CDK で を使用して IaC プロジェクト TypeScript を作成するためのベストプラクティス
(AWS 規範ガイダンス）

• cdk-nag ルールパックを使用して AWS CDK アプリケーションまたは CloudFormation テンプレー
トのベストプラクティスを確認する (AWS 規範ガイダンス）

• DevOps の 入門 AWS: コードとしてのインフラストラクチャ (AWS ホワイトペーパー）

• 「AWS CloudFormation ドキュメント」

その他のドキュメント

• Infrastructure as Code の開始方法 ( ウェブサイト）HashiCorp

• HashiCorp Terraform ドキュメント

• Pulumi ドキュメント

• Pulumi: Infrastructure as Code とは (Pulumi ウェブサイト）

ツール

• cdk-nag (GitHub）

• cfn-nag (GitHub）

• Terratest

AWS ドキュメント 13

https://docs.aws.amazon.com/prescriptive-guidance/latest/best-practices-cdk-typescript-iac/introduction.html
https://docs.aws.amazon.com/prescriptive-guidance/latest/patterns/check-aws-cdk-applications-or-cloudformation-templates-for-best-practices-by-using-cdk-nag-rule-packs.html
https://docs.aws.amazon.com/prescriptive-guidance/latest/patterns/check-aws-cdk-applications-or-cloudformation-templates-for-best-practices-by-using-cdk-nag-rule-packs.html
https://docs.aws.amazon.com/whitepapers/latest/introduction-devops-aws/infrastructure-as-code.html
https://docs.aws.amazon.com/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/Welcome.html
https://www.hashicorp.com/resources/getting-started-with-infrastructure-as-code-iac
https://developer.hashicorp.com/terraform/docs
https://www.pulumi.com/docs/
https://www.pulumi.com/what-is/what-is-infrastructure-as-code/
https://github.com/cdklabs/cdk-nag
https://github.com/stelligent/cfn_nag
https://terratest.gruntwork.io/
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ドキュメント履歴
以下の表は、本ガイドの重要な変更点について説明したものです。今後の更新に関する通知を受け取
る場合は、RSS フィードをサブスクライブできます。

変更 説明 日付

Pulumi の更新 Pulumi の章を更新しました。 2026 年 2 月 17 日

初版発行 — 2024 年 2 月 23 日
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https://docs.aws.amazon.com/prescriptive-guidance/latest/choose-iac-tool/choose-iac-tool.rss
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翻訳は機械翻訳により提供されています。提供された翻訳内容と英語版の間で齟齬、不一致または矛
盾がある場合、英語版が優先します。
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